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専
決
処
分

　

承
認
し
た
専
決
処
分
議
案

は
、「
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
厚
木

市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）」
の
１
件
で
す
。

　

内
容
は
、「
地
方
税
法
及
び

国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交

付
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
厚
木
市
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が

生
じ
、
特
に
緊
急
を
要
し
、

議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余

裕
が
な
く
、
市
長
が
専
決
処

分
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
承
認
を
求
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

条
例
の
制
定

　

可
決
し
た
条
例
の
制
定
議

案
は
、「
住
民
基
本
台
帳
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条

約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を

離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管

理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部

を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例
」の
１
件
で
す
。

　

内
容
は
、「
住
民
基
本
台

帳
法
」
の
一
部
改
正
な
ど
に

よ
り
、
外
国
人
住
民
が
「
住

民
基
本
台
帳
法
」
の
適
用
対

象
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

印
鑑
登
録
な
ど
の
手
続
き
に

係
る
規
定
の
改
正
を
行
う
ほ

か
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
る

た
め
、制
定
す
る
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案

　

可
決
し
た
議
員
提
出
議
案

は
、
国
会
や
関
係
行
政
庁
に

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を

求
め
る
２
件
で
す
。

　
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
存
続
と
教
職
員
定
数
改

善
計
画
の
早
期
実
施
を
求
め

る
意
見
書
」
は
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
存
続

や
、
義
務
教
育
教
科
書
無
償

制
度
の
継
続
な
ど
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。

　
「
神
奈
川
県
最
低
賃
金
改

定
等
に
関
す
る
意
見
書
」は
、

神
奈
川
県
最
低
賃
金
の
諮
問

･

改
定
を
早
期
に
行
う
こ
と

な
ど
を
要
望
す
る
も
の
で
す

（
意
見
書
は
４
・５
面
参
照
）。

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
同
意

　

厚
木
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
３
人
の
う

ち
、
梅う

め

澤ざ
わ

清き
よ

子こ

氏
（
山
際
）

の
任
期
が
満
了
す
る
こ
と
に

伴
い
、
引
き
続
き
同
氏
を
選

任
し
た
い
と
の
議
案
が
最
終

日
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、

選
任
す
る
こ
と
に
賛
成
全
員

で
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

２
氏
の
推
薦
に
同
意

　

人
権
擁
護
委
員
14
人
の
う

ち
、座ざ

本も
と

喜き

一い
ち

氏
（
下
依
知
）

と
三み

和わ

田た

秀ひ
で

夫お

氏
（
山
際
）

の
任
期
が
満
了
す
る
こ
と
に

伴
い
、
横
浜
地
方
法
務
局
長

か
ら
後
任
委
員
の
推
薦
依
頼

を
受
け
た
市
長
か
ら
最
終
日

に
意
見
を
求
め
ら
れ
、
引
き

続
き
両
氏
を
推
薦
す
る
こ
と

に
賛
成
全
員
で
同
意
し
ま
し

た
。

昨年は、震災の影響で11月に開催した花火大会（今年は８月４日に予定）

６月定例会

主な内容
◆一般質問 ２〜６面
◆広報広聴特別委員会 ２面
◆議会の在り方検討会 ３面
◆委員会の審査 ７面
◆本会議の審議結果 ８面

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で
の
会
期

22
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
初
日
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
専
決
処
分

の
承
認
や
条
例
の
制
定
の
２
議
案
で
す
。
こ
の
う
ち
初

日
に
採
決
し
、
承
認
し
た
「
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
」
を
除
い
た
議
案
は
、
初
日
の
質
疑

終
了
後
、
上
程
さ
れ
た
陳
情
と
と
も
に
所
管
の
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
第
２
日
か
ら
第
４
日
ま
で
の
３
日
間
、
議
員

20
人
が
登
壇
し
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
休
会
中
に
各
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
、
付
託

さ
れ
た
案
件
に
対
し
、慎
重
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
、
各
常
任
委
員
長
の
審
査
結
果
報
告
の
後
、

４
会
派
に
よ
る
討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
議

案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
長
か
ら
「
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
の
議
案
１
件
と
「
人
権
擁
護

委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
」
の
議
案
２
件
。
議

員
か
ら
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
存
続
と
教
職
員

定
数
改
善
計
画
の
早
期
実
施
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い

て
」
な
ど
議
案
２
件
が
追
加
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
通
り
同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
の
在
り
方
な
ど
具
体
的
な
内
容
を
検
討

一
般

質
問  

ま
ち
づ
く
り
・
危
機
管
理
・
教
育
な
ど
を
論
議

　5月23日、日比谷公会堂で
開催された全国市議会議長会
定期総会において、本市議会
松
ま つ

田
だ

則
の り

康
や す

議員（あつぎみらい）
が議員在職20年として、全国
市議会議長会会長から表彰さ
れました。

在職20年の
� 特別表彰
—松田則康議員—

全国市議会議長会
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　今定例会では、20人の議員が３日間にわたり一般質問を
行い、市政全般の施策について市長などの考えをただしま
した。主な質問と答弁の要旨を紹介します（掲載は質問順）。

市
内
小
中
学
生
の

学
力
状
況
の
把
握
は

改
革
あ
つ
ぎ
　
徳
間
　
和
男 

議
員

　

問　

文
部
科
学
省
の
方
針

で
は
、
厚
木
市
の
子
ど
も
た

ち
の
学
力
レ
ベ
ル
が
把
握
で

き
ず
、
指
導
が
で
き
な
い
と

思
う
が
ど
う
か
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

序

列
化
、
過
度
な
競
争
を
防
ぐ

意
味
か
ら
文
部
科
学
省
は
、

市
町
村
別
や
学
校
別
の
平
均

正
答
率
な
ど
に
つ
い
て
公
表

し
な
い
方
針
で
あ
る
。
国
の

方
針
は
、
尊
重
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

●
災
害
対
策　
　

　

問　

災
害
時
の
想
定
外
に

備
え
た
無
駄
の
な
い
投
資
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
答
　
宮
台
副
市
長　
適
時
、

適
切
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
避

難
に
対
す
る
支
援
の
問
題
な

ど
、
投
資
す
べ
き
課
題
は
山

積
し
て
い
る
。
想
定
外
を
想

定
し
つ
つ
、
最
少
の
経
費
で

い
か
に
実
現
し
、
備
え
て
い

く
か
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

●
都
市
構
想　

　

問　

鉄
道
が
一
番
価
値
あ

る
イ
ン
フ
ラ
だ
と
い
う
発
想

で
都
市
構
想
を
練
ら
な
け
れ

ば
駄
目
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
答
　
政
策
部
長　

大
変
重

要
な
交
通
機
関
と
認
識
し
て

お
り
、
鉄
道
輸
送
力
を
う
ま

く
活
用
し
、
将
来
の
厚
木
市

が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
研
究

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
問　
こ
の
よ
う
な
政
策
は
、

住
民
投
票
条
例
で
決
定
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。　

　
答
　
政
策
部
長　

総
合
計

画
の
中
で
位
置
付
け
て
い
る

が
、住
民
投
票
条
例
を
含
め
、

市
民
の
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
お
り
、
大
変
重

要
な
課
題
と
し
研
究
し
た
い
。

　

問　

運
営
を
生
涯
学
習
や

文
化
活
動
な
ど
の
事
業
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る
団
体

な
ど
に
委
託
す
る
考
え
は
。

　
答
　
あ
つ
ぎ
元
気
館
整
備

担
当
部
長　

民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
す
る
委
託
と
し
て

は
、
指
定
管
理
者
も
そ
の
一

つ
で
あ
り
、
有
効
な
手
法
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
辺
も
視

野
に
含
め
検
討
し
た
い
。

●
本
厚
木
駅
南
口
整
備

　

問　

地
域
の
皆
さ
ま
と
一

緒
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
る
人
材
を
行

政
が
橋
渡
し
し
た
り
、
ま
た

支
援
す
る
よ
う
な
取
り
組
み

が
で
き
な
い
か
。

　
答
　
産
業
振
興
部
長　

専

門
的
な
知
識
や
見
識
を
お
持

ち
の
方
と
一
緒
に
な
っ
て
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
は
、
本
厚
木
駅
南

口
周
辺
の
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
や
商
店
街
づ
く
り
に
極

め
て
有
効
な
こ
と
で
あ
る
。

　

問　

空
き
家
対
策
を
ど
う

講
じ
て
い
く
の
か
。

　
答
　
市
長　

地
域
の
防
犯

や
防
災
、
景
観
な
ど
多
方
面

に
わ
た
り
課
題
と
さ
れ
て
い

る
。
所
有
者
ま
た
は
管
理
者

が
解
決
す
べ
き
も
の
と
理
解

し
て
い
る
が
、火
災
予
防
上
、

措
置
の
必
要
な
空
き
家
に
つ

い
て
は
、
厚
木
市
火
災
予
防

条
例
に
基
づ
き
指
導
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
、
国
な
ど

の
動
向
を
踏
ま
え
、
対
策
を

研
究
し
て
い
く
。

●
回
遊
性
を
高
め
る
ま
ち
づ

く
り

　

問　

七
沢
温
泉
や
飯
山
温

泉
の
周
辺
に
は
、
小
町
緑
地

や
つ
つ
じ
の
丘
公
園
な
ど
が

あ
る
。う
ま
く
リ
ン
ク
さ
せ
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
は
。

　
答
　
産
業
振
興
部
長　

市

内
各
所
の
観
光
資
源
に
つ
い

て
は
、従
来
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

紹
介
し
て
い
る
が
、
つ
つ
じ

の
丘
公
園
の
よ
う
に
新
た
な

観
光
資
源
と
し
て
高
い
評
価

が
出
て
き
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
観
光
コ
ー
ス
と
し
て
設

定
し
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
新
た
な

集
客
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

●
待
機
児
童
ゼ
ロ
戦
略

　

問　

少
子
化
に
歯
止
め
を

掛
け
る
重
要
な
施
策
で
あ
る

が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

答
　
市
長　

認
可
保
育
所

の
新
設
、
認
定
あ
つ
ぎ
保
育

室
や
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の

機
能
を
併
せ
持
つ
認
定
こ
ど

も
園
の
創
設
に
よ
り
、
定
員

を
拡
大
し
て
き
た
。今
後
は
、

認
定
あ
つ
ぎ
保
育
室
や
認
定

こ
ど
も
園
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
り
、
来
年
度
に
は
待
機

児
童
ゼ
ロ
を
実
現
し
て
い
く
。

　

問　

通
学
路
の
安
全
確
保

や
道
路
交
通
規
制
の
在
り
方

は
。

　

答
　
市
長　

交
通
安
全
施

設
の
整
備
や
注
意
看
板
設
置

の
ほ
か
、
地
域
の
状
況
を
踏

ま
え
た
道
路
通
行
規
制
を
警

察
へ
依
頼
す
る
な
ど
、通
学
路

の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　

問　

市
内
で
起
こ
っ
た
自

転
車
事
故
の
資
料
を
い
た
だ

い
た
が
、時
間
帯
や
年
代
層
、

場
所
な
ど
、
具
体
的
に
示
さ

れ
て
い
な
い
。
情
報
の
共
有

が
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
が
、示
す
こ
と
は
可
能
か
。

　

答
　
危
機
管
理
部
長　

自

転
車
生
活
の
安
全
対
策
委
員

会
に
警
察
の
方
も
入
っ
て
い

る
の
で
、
そ
の
中
で
今
後
協

議
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
協
議
を
進
め
る
の
か
。

　
答
　
危
機
管
理
部
長　

情

報
が
な
い
と
対
策
を
と
れ
な

い
の
で
、
で
き
る
限
り
情
報

を
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

お
願
い
を
し
て
い
く
。

●
公
募
委
員
の
選
定

　

問　
（
仮
称
）
あ
つ
ぎ
元

気
館
整
備
検
討
委
員
の
公
募

枠
を
２
倍
に
し
た
理
由
は
。

　

答
　
あ
つ
ぎ
元
気
館
整
備

担
当
部
長　

今
回
は
、
厚
木

市
市
民
参
加
条
例
施
行
規
則

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
公
募
委

員
の
選
考
方
法
の
う
ち
、
小

論
文
な
ど
と
面
接
に
よ
る
２

通
り
で
選
考
を
行
っ
た
。
こ

れ
ら
を
点
数
化
し
、
採
点
し

た
結
果
、
２
番
目
に
点
数
の

多
い
方
が
同
点
で
５
人
い
た

こ
と
か
ら
、
公
募
要
領
の
委

員
の
公
募
枠
を
３
人
か
ら
６

人
に
増
や
し
た
。

市
と
し
て
、
ど
う
い
う
支
援

が
で
き
る
か
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
市
立
病
院
の
医
療
体
制

　
問　
新
病
院
完
成
時
に
は
、

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と

と
も
に
、
地
域
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
答
　
病
院
事
業
局
長　

完

成
時
に
は
、
指
定
要
件
で
あ

る
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
新
生
児
特
定

集
中
治
療
室
）
が
整
備
さ
れ

る
。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
稼
働
さ
せ

る
た
め
に
は
、
小
児
科
専
門

医
師
や
看
護
師
、
臨
床
心
理

士
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
大
学
病
院
と
も
協
議
し

な
が
ら
目
指
し
て
い
き
た
い
。

通
学
路
の
安
全
確
保
や

道
路
通
行
規
制
の
在
り
方
は

あ
つ
ぎ
市
民
の
党
　
奈
良
　
握 

議
員

広
報
広
聴

　
特
別
委
員
会
か
ら

　

厚
木
市
議
会
初
め
て
の

試
み
と
な
る
、「
第
１
回
議

会
報
告
会
」
を
５
月
13
日

と
18
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
は
、
開
か

れ
た
議
会
の
推
進
を
目
的

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
を
迎
え
る
に
当

た
っ
て
は
、
当
特
別
委
員

会
が
中
心
と
な
っ
て
、
資

料
や
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー

な
ど
を
作
成
。
全
議
員
が

会
派
の
枠
を
超
え
、
当
日

の
役
割
を
分
担
す
る
な
ど

協
力
し
、運
営
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
開
催
で
、
反

省
や
課
題
な
ど
が
残
り
ま

し
た
が
、
次
回
に
向
け
て

改
善
し
、
よ
り
良
い
報
告

会
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
８
面
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

委
員
長　

石
井
芳
隆

副
委
員
長　

釘
丸
久
子

委　

員　

泉　
　

修

�

名
切
文
梨

�

難
波
達
哉

�

遠
藤
浩
一

�

井
上
敏
夫

�

松
前　

進

�

神
子
雅
人

　本会議や委員会の詳しい内容は、
インターネットや市政情報コーナー
（本庁舎１階）などで会議録をご覧
ください。なお、会議録ができるま
での間は、インターネット議会中継
（録画放映）もご覧になれます。

会議録の閲覧を！

増
加
傾
向
に
あ
る

空
き
家
対
策
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
沼
田
　
幸
一 

議
員

（
仮
称
）あ
つ
ぎ
元
気
館
の
運
営
を

専
門
の
団
体
な
ど
に
委
託
し
て
は

公
明
党
　
田
上
　
祥
子 

議
員

自転車事故防止のため設置された自転車専用レーン（旭町１丁目）

一般質問 要旨

市政に関する

一般質問 要旨一般質問 要旨

市政に関する
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問　

通
学
路
の
安
全
性
は

確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

　

答
　
教
育
長　

市
立
小
中

学
校
で
は
、
毎
年
度
、
学
校

ご
と
に
保
護
者
や
地
域
の
方

と
と
も
に
通
学
路
の
実
地
調

査
を
行
い
、
児
童
・
生
徒
の

安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
各

校
長
が
通
学
路
を
指
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
注
意
を
要
す

る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
交
通

安
全
施
設
の
整
備
や
注
意
看

板
の
設
置
、
学
童
通
学
誘
導

員
の
配
置
、
地
域
の
状
況
を

踏
ま
え
た
道
路
通
行
規
制
を

警
察
へ
依
頼
す
る
な
ど
、
子

ど
も
が
安
心
し
て
通
学
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

問　

京
都
府
亀
岡
市
な
ど

で
の
事
故
の
後
、
あ
ら
た
め

て
児
童
た
ち
の
通
学
路
を
確

認
し
た
か
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

亀

岡
市
で
の
事
故
が
起
こ
っ
た

そ
の
日
に
各
学
校
に
対
し
て
、

通
学
路
の
点
検
な
ど
を
す
る

よ
う
指
示
を
出
し
た
。

●
事
業
所
内
保
育
施
設
　

　

問　

事
業
所
内
保
育
施
設

は
、
企
業
な
ど
が
従
業
員
の

子
ど
も
を
対
象
に
、
事
業
所

内
ま
た
は
隣
接
地
に
保
育
施

設
を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
現
状
と
課
題
は
。

　

答
　
市
長　

現
在
、
市
内

に
は
11
カ
所
あ
り
、
多
く
の

保
護
者
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

設
置
に
当
た
っ
て
厚
木
市
の

補
助
制
度
も
企
業
な
ど
の
雇

用
の
促
進
に
寄
与
す
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。今
後
も
、

子
育
て
を
し
な
が
ら
安
心
し

て
働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
広
く
事
業

を
周
知
し
、
設
置
が
推
進
さ

れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

問　

第
３
次
厚
木
市
定
員

管
理
計
画
に
つ
い
て
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
は
。

　

答
　
市
長　

業
務
委
託
や

民
営
化
の
推
進
、事
務
事
業
の

見
直
し
、
最
適
な
人
員
配
置

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

が
図
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

問　

指
定
管
理
者
制
度
導

入
に
つ
い
て
、
図
書
館
協
議

会
で
は
真
剣
な
議
論
が
あ
っ

た
。
市
で
は
、
定
員
管
理
計

画
で
80
人
の
削
減
を
目
指
し

て
い
る
が
、
数
字
に
捕
ら
わ

れ
る
と
無
理
を
重
ね
る
こ
と

に
な
る
。ま
ず
は
、働
き
や
す

い
職
場
環
境
を
つ
く
る
こ
と

が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答
　
総
務
部
長　

指
定
管

理
者
制
度
は
市
民
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
し
な
い
こ
と
が
大
前

提
で
あ
る
。
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
整
備
も
非
常
に
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

問　

放
射
能
か
ら
市
民
を

守
る
市
の
取
り
組
み
は
。

　

答
　
市
長　

市
民
の
皆
さ

ま
に
、
よ
り
安
心
感
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
市
内
22

カ
所
で
空
間
放
射
線
量
の
定

期
的
な
測
定
を
行
い
、
結
果

を
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
表
し
て
い
る
ほ
か
、

放
射
線
測
定
器
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
る
。
市
立
小
中

学
校
に
お
い
て
は
、
給
食
食

材
、
プ
ー
ル
の
水
の
検
査
を

市
独
自
で
実
施
す
る
と
と
も

に
、
プ
ー
ル
の
水
槽
清
掃
を

児
童
・
生
徒
が
行
わ
な
い
よ

う
配
慮
す
る
な
ど
、
き
め
細

か
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

●
技
術
職
員
の
資
質
向
上

　

問　

現
状
と
課
題
は
。

　

答
　
市
長　

各
職
場
内
の

日
常
業
務
の
中
や
庁
外
の
研

修
機
関
へ
の
派
遣
に
よ
り
、

専
門
知
識
や
技
術
の
習
得
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
行
政
需

要
の
複
雑
化
、
高
度
化
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
、
最
新

技
術
の
習
得
や
能
力
の
向
上

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目

指
し
て
、
各
種
研
修
な
ど
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

問　

全
職
員
の
年
代
構
成

に
比
べ
技
術
職
の
バ
ラ
ン
ス

が
悪
い
。
年
代
を
経
て
技
術

を
継
承
し
て
い
く
が
、
こ
の

状
況
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

答
　
総
務
部
長　

現
在
、

職
員
の
定
数
、
定
員
に
つ
い

て
、
是
正
を
進
め
て
い
る
中

で
、
若
干
、
年
代
間
の
格
差

が
出
て
い
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
継
続
的
に
き
ち
ん
と

な
る
よ
う
採
用
計
画
を
進
め

て
い
る
。

　

問　

節
電
の
取
り
組
み
と

し
て
、
照
明
器
具
や
空
調
設

備
の
交
換
を
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

　

答
　
財
務
部
長　

現
在
、

公
共
施
設
の
長
期
修
繕
計
画

を
作
成
し
て
い
る
が
、
こ
の

計
画
で
は
長
期
的
な
視
点
か

ら
計
画
的
に
整
備
、改
修
、維

持
管
理
を
進
め
、
建
物
の
長

寿
命
化
の
視
点
も
取
り
入
れ

る
ほ
か
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

環
境
性
能
、
財
政
的
な
負
担

に
つ
い
て
も
考
慮
し
て
い
る
。

照
明
設
備
な
ど
の
改
修
に
つ

い
て
も
こ
の
計
画
に
位
置
付

け
て
、
行
っ
て
い
き
た
い
。

●
公
立
保
育
所
の
在
り
方

　

問　

公
立
保
育
所
の
民
営

化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　

答
　
市
長　

平
成
24
年
２

月
に
有
識
者
や
関
係
団
体
の

代
表
者
な
ど
を
委
員
と
し
た

「
厚
木
市
立
保
育
所
在
り
方

等
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、

民
営
化
を
含
め
た
今
後
の
公

立
保
育
所
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
は
、
本
委
員
会
か

ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
基
に

基
本
方
針
、
実
施
計
画
を
定

め
て
い
き
た
い
。

●
行
方
不
明
者
対
策

　

問　

行
方
不
明
者
の
届
け

出
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

答
　
市
長　

行
方
不
明
者

に
つ
い
て
は
、
警
察
か
ら
の

依
頼
に
基
づ
き
、
防
災
行
政

無
線
に
よ
り
市
民
の
皆
さ
ま

へ
情
報
提
供
を
お
願
い
し
て

い
る
。
今
後
も
、
警
察
と
の

協
力
体
制
を
よ
り
強
固
な
も

の
と
し
、
迅
速
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

●
中
心
市
街
地
対
策

　
問　

中
心
市
街
地
の
現
状

認
識
と
変
化
へ
の
対
処
は
。

　
答
　
市
長　

新
た
な
拠
点

整
備
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
総
合
的
な
都
市
機
能
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
「
魅
力
あ
る
安
全
・

快
適
な
拠
点
性
の
高
い
交
流

の
ま
ち
」
を
ま
ち
づ
く
り
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、
都
市
基

盤
の
整
備
に
努
め
て
い
る
。

　

問　

本
厚
木
駅
周
辺
の
安

全
性
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

　

答
　
危
機
管
理
部
長　

警

察
、
市
民
安
全
指
導
員
、
市

民
の
方
に
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化

を
お
願
い
し
、
迷
惑
行
為
を

減
ら
し
て
い
き
た
い
。

第
３
次
厚
木
市
定
員
管
理
計
画
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
は

日
本
共
産
党
　
釘
丸
　
久
子 

議
員

放
射
能
か
ら
市
民
を
守
る

取
り
組
み
は
何
か

日
本
共
産
党
　
栗
山
　
香
代
子 

議
員

公
共
施
設
の
節
電
対
策
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
は

神
奈
川
ネ
ッ
ト
　
内
川
　
由
喜
子 

議
員

通
学
路
の
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
の
対
応
は

民
主
ク
ラ
ブ
　
古
川
　
環 

議
員

議
会
運
営
の
在
り
方
な
ど

具
体
的
な
内
容
を
検
討

―
―
議
会
の
在
り
方
検
討
会
―
―

　

議
長
か
ら
の
諮
問
事
項
を

検
討
す
る
議
会
の
在
り
方
検

討
会（
神
子
雅
人
会
長
）は
、

平
成
23
年
11
月
21
日
以
降
、

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

回
は
諮
問
事
項
の
う
ち
、
検

討
会
と
し
て
方
向
性
が
示
さ

れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
委
員

の
主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

■
決
算
審
査
の
方
法
に
つ
い

て
（
共
通
資
料
の
あ
り
方
）

・
食
糧
費
は
、
年
々
減
っ
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
市
長
交

際
費
も
月
別
で
き
ち
ん
と
毎

月
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
削

除
し
て
よ
い
と
思
う
。

・
不
用
額
に
つ
い
て
は
、

「
款
」
ま
で
だ
と
全
体
的
に

な
っ
て
し
ま
う
。
分
か
り
や

す
い
資
料
に
す
る
な
ら
、

「
項
」
ま
で
出
し
て
も
ら
わ

な
い
と
、
細
か
い
部
分
が
分

か
ら
な
い
。

《
方
向
性
》
従
来
の
共
通
資

料
か
ら
、「
課
等
単
位
食
糧

費
一
覧
」、「
市
長
交
際
費
月

別
項
目
別
支
出
状
況
一
覧
」

お
よ
び
「
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比

率
等
の
概
要
に
つ
い
て
」
を

削
除
し
、「
項
別
不
用
額
一

覧
」
お
よ
び
「
都
市
計
画
税

及
び
入
湯
税
の
充
当
状
況
」

を
追
加
す
る
。
な
お
、
事
務

事
業
評
価
結
果
報
告
書
の
早

期
提
出
を
申
し
入
れ
る
。

■
請
願
者
の
委
員
会
で
の
意

見
陳
述
に
つ
い
て
（
手
法
及

び
申
合
せ
事
項
に
追
加
す
る

必
要
性
の
有
無
）

・
審
査
日
程
の
順
序
に
つ
い

て
は
、
現
行
ど
お
り
の
「
議

案
、
請
願
、
陳
情
の
順
」
が

よ
い
と
思
う
が
、
所
管
の
委

員
会
が
本
会
議
終
了
後
に
協

議
会
を
開
き
、
そ
の
都
度
、

審
査
の
順
序
を
協
議
し
て
も

よ
い
と
思
う
。

・「
意
見
陳
述
以
外
に
議
員

か
ら
請
願
者
へ
の
質
問
を
行

う
」
と
い
う
よ
り
も
、「
質

問
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
、
で
き
る
規
定
に
し

た
ほ
う
が
よ
い
と
思
う
。

《
方
向
性
》
意
見
陳
述
希
望

の
申
し
出
は
、
請
願
提
出
後

か
ら
本
会
議
上
程
日
の
前
日

ま
で
に
請
願
者
が
来
庁
し
て

行
う
。
意
見
陳
述
の
許
否
に

つ
い
て
は
、
上
程
日
の
本
会

議
終
了
後
に
所
管
の
委
員
会

が
協
議
会
を
開
き
決
め
る
。

審
査
日
程
は
、議
案
、請
願
、

陳
情
の
順
序
と
す
る
。
た
だ

し
、
所
管
の
委
員
会
が
協
議

会
を
開
き
、
必
要
と
認
め
た

と
き
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

議
事
進
行
は
、
当
該
案
件
の

審
査
に
入
り
、
請
願
項
目
の

書
記
朗
読
、
理
事
者
説
明
の

後
、
暫
時
休
憩
し
て
行
う
。

な
お
、
当
該
請
願
の
審
査
時

点
で
、
請
願
者
が
来
庁
し
て

い
な
い
場
合
、
意
見
陳
述
の

許
可
は
無
効
と
す
る
。
意
見

陳
述
は
、
第
一
委
員
会
室
の

説
明
員
席
で
行
う
。
意
見
陳

述
を
行
う
場
合
、
理
事
者
に

は
、
退
席
を
求
め
ず
、
退
席

す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、

理
事
者
の
判
断
と
す
る
。
意

見
陳
述
を
行
う
場
合
、
傍
聴

者
に
は
、退
席
を
求
め
な
い
。

請
願
者
の
意
見
陳
述
に
対
し

て
、
議
員
は
質
問
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
な
お
、
申
合

せ
事
項
に
設
定
す
る
方
向
で
、

答
申
に
案
と
し
て
盛
り
込
む
。

■
押
し
ボ
タ
ン
式
投
票
に
よ

る
採
決
に
つ
い
て
（
実
施
す

る
か
否
か
）

・
見
え
や
す
く
す
る
た
め
に

は
、
多
額
の
費
用
が
掛
か
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
押

し
ボ
タ
ン
式
投
票
を
や
め
る

と
決
め
る
の
で
は
な
く
、
カ

メ
ラ
な
ど
の
機
器
を
入
れ
替

え
る
時
に
、
今
回
の
検
討
を

加
味
す
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

・
技
術
は
ど
ん
ど
ん
進
歩
し

て
い
く
の
で
、
こ
れ
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
方
法
が
出
て
く
る

と
思
う
。
具
体
的
な
よ
い
方

法
が
出
て
き
た
ら
、
押
し
ボ

タ
ン
式
も
含
め
て
検
討
す
れ

ば
い
い
と
思
う
。

《
方
向
性
》
従
前
ど
お
り
起

立
方
式
に
よ
る
採
決
を
行
う
。

た
だ
し
、
今
後
、
議
場
内
の

音
声
並
び
に
映
像
な
ど
を
さ

ら
に
高
い
技
術
な
ど
で
改
修

す
る
と
き
に
は
、
押
し
ボ
タ

ン
式
投
票
に
こ
だ
わ
る
こ
と

な
く
、
よ
り
良
い
方
法
を
検

討
す
る
。◇　

　
　

◇

　

こ
の
ほ
か
の
協
議
事
項
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
地
方
自
治
法
改
正
に
伴
う

検
討
に
つ
い
て
（
議
員
定
数

の
あ
り
方
）

■
通
年
議
会
の
実
施
に
つ
い
て

■
議
会
基
本
条
例
の
策
定
に

つ
い
て
（
必
要
性
並
び
に
そ

の
内
容
）
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行
政
刷
新（
行
財
政
改
革
）の

今
後
の
方
向
性
は

み
ん
な
の
党
　
井
上
　
武 

議
員

　

問　

中
心
市
街
地
に
お
け

る
最
近
の
住
宅
な
ど
の
建
設

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　

答　

市
長　

中
心
市
街
地

で
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
が
急
増

し
て
い
る
こ
と
は
、
土
地
の

合
理
的
な
高
度
利
用
の
推
進

と
い
う
観
点
に
お
い
て
は
有

効
で
あ
る
反
面
、
義
務
教
育

施
設
な
ど
へ
の
配
慮
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
良
好
な
中

心
市
街
地
を
構
成
す
る
に

は
、
商
業
、
業
務
、
居
住
機

能
な
ど
、
多
様
な
機
能
を
適

切
に
誘
導
す
る
施
策
を
講
じ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

問　

中
心
市
街
地
に
お
け

る
人
口
増
に
対
す
る
考
え
は
。

　

答　

市
長　

本
市
が
継
続

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
子
育

て
支
援
な
ど
の
施
策
効
果
に

よ
り
、
人
口
が
回
復
傾
向
に

あ
る
中
で
、
特
に
中
心
市
街

地
を
含
む
厚
木
地
区
の
人
口

は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出

な
ど
、
ま
ち
の
活
性
化
の
面

で
は
効
果
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
ま
た
、
中
心
市
街

地
に
新
た
に
建
設
さ
れ
た
マ

ン
シ
ョ
ン
の
購
入
者
は
、
子

育
て
世
代
が
多
い
た
め
、
子

育
て
、
教
育
施
設
な
ど
、
受

け
入
れ
環
境
の
整
備
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

現
在
の
学
区
で
人
口

の
増
加
に
対
応
で
き
る
か
。

　

答　

教
育
総
務
部
長　

現

在
の
児
童
・
生
徒
数
の
推
計

で
は
教
室
転
用
も
可
能
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
が
、
学
校

に
よ
り
人
数
の
増
減
が
大
き

く
み
ら
れ
る
た
め
、
市
全
体

の
中
で
新
た
な
枠
組
み
が
必

要
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

問　

中
心
市
街
地
の
都
市

再
生
整
備
計
画
の
目
標
は
。

　

答　

市
長　

福
祉
、
文
化

お
よ
び
交
流
機
能
の
充
実
や

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の
交

通
拠
点
機
能
の
強
化
、
歩
行

者
空
間
の
充
実
や
良
好
な
景

観
の
形
成
な
ど
を
図
る
。

●
中
町
第
２
︱
２
地
区

　

問　

地
区
全
体
の
事
業
計

画
は
。

　

答　

市
長　

新
た
な
集
客

機
能
の
導
入
や
交
通
環
境
の

改
善
な
ど
を
図
る
方
針
で
あ

る
た
め
、
地
区
内
を
複
数
の

事
業
エ
リ
ア
に
分
割
し
、
段

階
的
に
事
業
化
す
る
計
画
で

あ
る
。

　

問　

先
行
エ
リ
ア
の
施
設

機
能
イ
メ
ー
ジ
は
。

　

答　

市
長　

に
ぎ
わ
い
の

創
出
が
図
れ
る
新
た
な
集
客

の
核
と
し
て
、
官
民
複
合
施

設
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

●
厚
木
パ
ー
ク
ビ
ル
（
旧
パ

ル
コ
ビ
ル
）
再
生

　

問　

パ
ル
コ
が
な
ぜ
撤
退

し
た
の
か
を
検
証
し
た
か
。

　

答　

市
長　

閉
店
決
定
当

時
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
人

口
規
模
の
大
き
な
都
市
へ
の

出
店
の
方
向
転
換
が
主
な
理

　

問　

日
本
国
内
に
住
む
10

代
の
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち

と
厚
木
市
の
同
世
代
の
子
ど

も
た
ち
で
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を

七
沢
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

答　

こ
ど
も
未
来
部
長　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

体
験
学
習
の
場
と
し
て
、
国

際
交
流
事
業
の
必
要
性
は
認

識
し
て
い
る
。
既
存
の
交
流

事
業
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
幅
広
く
考
え
る
中
で
、

経
費
を
掛
け
な
い
方
法
を
踏

ま
え
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

●
内
部
監
査

　

問　

監
査
を
行
う
立
場
か

ら
、
複
式
簿
記
に
移
行
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
感
じ
る

こ
と
が
あ
る
か
。

　

答　

監
査
事
務
局
長　

複

式
簿
記
は
、
財
産
と
損
益
の

計
算
を
同
時
に
行
う
な
ど
、

　

問　

補
助
対
象
お
よ
び
補

助
事
業
に
関
す
る
考
え
は
。

　

答　

市
長　

平
成
12
年
度

か
ら
成
年
後
見
人
が
必
要
な

高
齢
者
な
ど
で
、
生
活
が
困

窮
し
て
い
る
方
や
身
寄
り
が

な
い
方
に
市
長
申
し
立
て
を

行
う
と
と
も
に
、
20
年
度
か

ら
は
、
後
見
人
な
ど
の
報
酬

の
支
払
い
が
困
難
な
方
に
助

成
し
て
い
る
。
今
後
は
、
市

長
申
し
立
て
以
外
の
方
の
申

し
立
て
費
用
と
報
酬
の
支
援

を
早
期
に
導
入
で
き
る
よ
う

検
討
す
る
。

●
市
民
後
見
人
推
進
事
業

　

問　

今
後
の
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み
は
。

　

答　

福
祉
部
長　

平
成
23

年
度
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

金
銭
管
理
の
契
約
に
関
わ
る

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
成

年
後
見
人
育
成
講
座
を
実
施

し
た
。
国
で
は
、
50
単
位
の

座
学
な
ど
を
済
ま
せ
た
者
に

市
民
後
見
人
の
候
補
者
の
資

格
を
与
え
て
い
る
が
、
そ
の

入
り
口
と
し
て
始
め
た
。
市

と
し
て
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
活
用
状
況
が
見
え
た
場

合
に
は
、
積
極
的
に
働
き
か

け
や
支
援
を
す
る
役
割
分
担

に
な
っ
て
い
る
。

●
小
中
一
貫
教
育

　
問　
現
状
と
課
題
は
何
か
。

　

答　

教
育
長　

小
学
６
年

生
が
中
学
校
生
活
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
安
心
や
期
待

感
を
持
っ
て
入
学
で
き
る
こ

と
や
、
指
導
方
法
の
工
夫
改

善
な
ど
の
成
果
が
得
ら
れ
た
。

　

今
後
は
、
他
の
小
中
学
校

に
も
広
め
、
児
童
・
生
徒
の

状
況
や
地
域
の
実
態
を
踏
ま

え
た
き
め
細
か
な
指
導
の
展

開
を
図
り
た
い
。

　

問　

公
共
施
設
の
天
井
や

照
明
な
ど
の
非
構
造
部
材
に

お
け
る
耐
震
化
の
現
状
は
。

　

答　

市
長　

地
震
な
ど
に

よ
っ
て
脱
落
し
な
い
よ
う
、

平
成
20
年
度
に
補
強
を
実
施

し
、安
全
を
確
認
し
て
い
る
。

今
後
も
日
ご
ろ
の
点
検
、
維

持
管
理
に
努
め
、
さ
ら
な
る

安
心
安
全
を
確
保
す
る
。

●
通
学
路
の
安
全
対
策

　

問　

安
全
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

答　

教
育
長　

通
学
路
の

安
全
確
保
の
た
め
、
注
意
を

要
す
る
箇
所
に
看
板
を
設
置

し
て
い
る
ほ
か
、
学
童
通
学
誘

導
員
を
配
置
し
て
い
る
。ま
た
、

地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
た
道

路
通
行
規
制
を
警
察
へ
依
頼

す
る
な
ど
、
安
心
し
て
通
学

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

●
実
践
的
な
防
災
訓
練

　

問　

実
施
の
考
え
は
。

　

答　

危
機
管
理
部
長　

今

年
は
、
９
月
の
防
災
訓
練
と

は
別
に
、警
察
、鉄
道
会
社
、

企
業
な
ど
と
合
同
で
帰
宅
困

難
者
対
策
訓
練
の
実
施
を
予

定
し
て
い
る
。

●
災
害
時
の
個
別
支
援
制
度

　

問　

災
害
時
の
要
援
護
者

支
援
制
度
を
利
用
し
て
い
な

い
方
は
、
地
域
で
は
近
所
付

き
合
い
か
ら
把
握
し
て
い
る

場
合
が
あ
る
。
地
域
の
協
力

を
得
た
個
別
支
援
制
度
な
ど

を
推
進
で
き
な
い
か
。

　

答　

福
祉
部
長　

自
治
会

連
絡
協
議
会
か
ら
個
別
支
援

計
画
策
定
の
意
見
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
同
協
議
会
と
民

生
委
員
の
代
表
者
に
よ
り
、

制
度
の
変
更
な
ど
の
話
し
合

い
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
問　

事
務
事
業
を
集
約
し
、

具
体
な
計
画
を
策
定
す
る
の

は
ど
の
部
署
か
。

　

答　

市
長　

都
市
整
備
を

総
括
す
る
都
市
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
、
ま
ち
づ
く
り
計
画

部
が
所
管
し
、
具
体
的
な
事

業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
所

管
部
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

実
施
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、

４
月
か
ら
政
策
調
整
担
当
を

配
置
し
、
さ
ら
な
る
庁
内
の

横
断
的
な
連
携
な
ど
の
強
化

を
図
り
、
事
業
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

●�

物
流
総
合
効
率
化
法
を
適

用
し
た
開
発
行
為

　

問　

公
共
施
設
整
備
な
ど

の
周
辺
整
備
に
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
か
。

　

答　

市
長　

特
定
流
通
業

務
施
設
の
開
発
行
為
に
対
し

て
は
、
周
辺
公
共
施
設
の
整

備
状
況
を
踏
ま
え
、
道
路
、

緑
地
、
排
水
施
設
お
よ
び
消

防
水
利
施
設
な
ど
の
指
導
を

行
っ
て
お
り
、
将
来
の
土
地

利
用
計
画
上
支
障
が
な
い
も

の
に
つ
い
て
確
認
し
た
上
、

許
可
を
し
て
い
る
。

●
市
民
税
の
応
益
負
担

　

問　
「
納
税
し
て
も
実
感

が
な
い
」
と
い
う
声
を
ど
の

よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
か
。

　

答　

市
長　

市
民
税
は
、

固
定
資
産
税
と
と
も
に
市
の

歳
入
の
根
幹
を
な
す
も
の
で

あ
り
、
福
祉
、
教
育
、
道
路

整
備
な
ど
、
市
民
生
活
に
直

接
関
わ
る
事
業
を
は
じ
め
、

市
政
運
営
全
般
に
必
要
な
財

源
と
し
て
有
効
に
活
用
し
て

い
る
。
今
後
も
、
市
民
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
よ
り

き
め
細
や
か
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
る
。

東日本大震災の影響で電車が止まり、帰宅困難者であふれる本厚木
駅北口広場（平成２３年３月１１日撮影）

自動車の交通量が多く、路肩もない相模川堤防道路（厚木野球場付近）

　

問　

事
業
仕
分
け
か
ら
外

部
評
価
シ
ス
テ
ム
に
変
更
し

た
が
、
今
後
の
方
向
性
は
。

　

答　

市
長　

外
部
評
価
の

活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
ス
リ

ム
化
し
た
組
織
の
実
現
、
市

民
と
の
協
働
の
推
進
、
強
固

で
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の

確
立
の
３
つ
を
柱
に
徹
底
し

た
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
。

●
道
路
の
安
全
確
保

　

問　

旭
町
一
丁
目
の
り
そ

な
銀
行
前
の
通
学
路
に
お
け

る
安
全
確
保
の
取
り
組
み
は
。

　

答　

学
校
教
育
部
長　

市

で
は
、
子
ど
も
が
安
全
に
通

行
で
き
る
よ
う
注
意
喚
起
の

看
板
を
立
て
て
い
る
。
今
後

は
、
地
元
の
自
治
会
長
の
協

力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
関

係
部
署
と
連
携
し
、
安
全
が

保
て
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

問　

元
町
桜
土
手
の
歩
行

者
保
護
に
伴
う
拡
幅
計
画
の

進
捗
状
況
は
。

　

答　

市
長　

平
成
21
年
度

か
ら
風
景
の
み
ち
再
生
事
業

と
し
て
、
地
元
自
治
会
長
お

よ
び
相
模
川
を
管
理
し
て
い

る
県
と
協
議
を
進
め
て
き

た
。
今
年
度
は
工
事
に
向
け

た
実
施
設
計
を
進
め
、
25
年

度
の
着
工
を
目
指
し
て
い
る
。

●
小
型
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

問　

現
在
、国
に
お
い
て
、

「
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等

の
再
資
源
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
案
」
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
回
収
方
法
な
ど
、
国

に
先
駆
け
た
考
え
は
あ
る
か
。

　

答　

環
境
農
政
部
長　

法

律
案
の
成
立
状
況
や
先
進
的

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
他

市
の
事
例
な
ど
を
見
極
め
な

が
ら
、研
究
し
て
い
き
た
い
。

中
心
市
街
地
を
活
性
化

さ
せ
る
た
め
の
方
策
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
渡
辺
　
貞
雄 

議
員

中
心
市
街
地
に
お
け
る

開
発
に
つ
い
て
の
市
の
見
解
は

改
革
あ
つ
ぎ
　
太
田
　
洋 

議
員

国
際
交
流
の
一
つ
と
し
て

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
実
施
の
考
え
は

改
革
あ
つ
ぎ
　
髙
田
　
浩 

議
員

成
年
後
見
人
制
度
助
成
の

拡
大
の
考
え
は

改
革
あ
つ
ぎ
　
松
前
　
進 

議
員

公
共
施
設
の
非
構
造
部
材

の
耐
震
化
の
現
状
は

公
明
党
　
遠
藤
　
浩
一 

議
員

土
地
利
用
計
画
と
市
街
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
め
方
は

市
政
ク
ラ
ブ
　
井
上
　
敏
夫 

議
員

由
で
あ
っ
た
。（
仮
称
）
あ

つ
ぎ
元
気
館
の
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
検
証
結
果
を
参

考
に
す
る
と
と
も
に
、
市
内

外
の
消
費
動
向
を
把
握
し
、

誘
致
す
る
商
業
施
設
の
業
種

や
規
模
な
ど
を
検
討
す
る
。

　

問　
（
仮
称
）
あ
つ
ぎ
元
気

館
整
備
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

　

答　

市
長　

本
年
度
は
整

備
の
基
本
計
画
を
策
定
し
、

そ
の
後
、
改
修
工
事
に
当

た
っ
て
の
設
計
を
進
め
る
予

定
で
あ
る
。

有
用
な
情
報
が
一
度
に
得
ら

れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
複

式
簿
記
を
含
め
、
新
た
な
制

度
が
導
入
さ
れ
た
場
合
な
ど

を
考
え
、
職
員
の
研
修
の
機

会
を
積
極
的
に
活
用
す
る
な

ど
、
能
力
や
監
査
技
術
の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

問　

内
部
監
査
を
機
能
さ

せ
る
に
は
、
予
算
執
行
の
疑

義
を
行
政
に
伝
え
る
ほ
か
、

議
会
に
も
伝
え
る
方
法
を
持

つ
考
え
は
あ
る
か
。

　

答　

監
査
事
務
局
長　

監

査
は
地
方
自
治
法
に
よ
る
監

査
委
員
監
査
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
法
に
基
づ
き
、
決
算
審

査
な
ど
を
議
会
に
報
告
し
て

い
る
が
、内
部
監
査
の
強
化
、

体
制
に
つ
い
て
は
、
議
会
な

ど
の
在
り
方
も
含
め
、
報
告

の
考
え
方
を
検
討
し
た
い
。

　

市
民
生
活
に
重
要
な
こ
と
で

も
、
そ
れ
が
国
や
県
の
仕
事
で

あ
る
場
合
な
ど
、
市
の
力
で
解

決
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
市
議
会

で
は
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に

基
づ
き
、
意
見
書
を
国
会
ま
た

は
関
係
行
政
庁
に
提
出
し
、
議

会
と
し
て
の
意
思
を
表
明
し
ま

す
。

　

６
月
定
例
会
で
可
決
し
た
意

見
書
は
次
の
２
件
で
す
。

　今日、厳しい経済情勢等による新規卒業を含めた正社員の採用減少や、雇用
形態の多様化の名のもとに進められた労働者の非正規化により、非正規労働者
の増大とそれに伴う低賃金層が拡大している。そうした中、安心・安定が確保
された生活を営むことを可能とするためにも、社会的セーフティーネットの一
つである最低賃金制度の果たす役割はますます大きくなっている。この制度を
有効に機能させるためには、地域別最低賃金の改善、企業内最低賃金協定の締
結拡大を進め、特定最低賃金による事業の公正競争の確保、均等及び均衡待遇
が重要な課題である。
　よって、国においては、平成24年度の神奈川県最低賃金の諮問・改定に当た
り、次の事項について実現されるよう強く要望する。
１�　神奈川県最低賃金の諮問・改定を早期に行うこと。とりわけ「同一価値労
働同一賃金」の観点に立ち、フルタイム正規労働者の賃金水準への接近を基
本に、その改定を図ること。また、特定最低賃金の改定については、大企業
の組織労働者の賃金水準への接近を基本に、その改定を図ること。

２　最低賃金の改定に当たっては、地方最低賃金審議会の自主性を尊重すること。
３�　最低賃金論議については、生活保護との整合性が明確にされたことから、
早期に生活保護基準を下回らない「生活できる最低賃金」となるよう適切な
対応を図ること。また、その趣旨及び内容の周知徹底を強化すること。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

� 平成24年６月22日

提出先＝�衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣、
　　　　神奈川労働局長

　義務教育費国庫負担制度は、教育の機会均等・水準確保、無償制の維持を図る
制度として現行教育制度の根幹をなしており、その制度を縮小・廃止することは
地方財政を圧迫するとともに、義務教育水準の維持・向上、教育機会の均等の確
保に困難な状況を引き起こしかねない。
　一方、新しい学習指導要領が本格的に始まり授業時数も増加する中、不登校や
いじめ等の課題は深刻化し、障害のある子供や日本語指導など特別な支援を必要
とする子供もふえており、少人数学級の着実な実行は重要なものとなっている。
　よって、国においては、次の事項について実現されるよう強く要望する。
１�　義務教育費国庫負担制度を存続させること。特に学校事務職員・栄養職員・
加配教員をその対象から外さないこと。また、義務教育教科書無償制度を継続
すること。

２�　公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律の改正の
趣旨に基づき、公立の小学校２年生から６年生まで、及び中学校（中等教育学
校の前期課程を含む）の学級編制の標準を順次35人に改定する措置を早期に講
ずること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
� 平成24年６月22日

提出先＝衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、
　　　　文部科学大臣

可 決 し た

意見書
神奈川県最低賃金改定等に関する意見書義務教育費国庫負担制度存続と教職員定数

改善計画の早期実施を求める意見書
会 派 略 称
（所属議員数）

改　革
（７人）

みらい
（７人）

公明党
（４人）

共産党
（２人）

市政ク
（２人）

民主ク
（２人）

みんな
（２人）

市　民
（１人）

ネット
（１人）

交　付　額 3,360,000 3,360,000 1,920,000 960,000 960,000 960,000 960,000 480,000 480,000

支　

出　

額

研究研修費 545,423 288,500 575,982 204,399 111,198 340,471 2,500 20,146 194,760

調 査 旅 費� 802,927 938,430 383,358 3,966 252,681 48,705 0 158,500 0

資料作成費� 18,237 87,201 349,167 0 133,691 25,717 724,145 371,957 19,621

資料購入費 694,673 229,710 264,608 107,028 127,858 69,695 0 65,222 76,649

広 報 費������ 360,675 870,000 378 638,361 0 149,100 907,959 39,115 0

広 聴 費������ 0 172,464 100,353 24,782 13,662 40,142 0 0 0

人 件 費������ 0 0 0 0 0 0 0 2,350 0

事 務 所 費��� 0 0 16,310 0 0 0 0 0 103,625

その他の経費 157,622 235,716 154,331 0 45,368 74,212 0 880 0

合　　 計 2,579,557 2,822,021 1,844,487 978,536 684,458 748,042 1,634,604 658,170 394,655

残額（返戻額） 780,443 537,979 75,513 0 275,542 211,958 0 0 85,345

（単位：円）

政 務 調 査 費 会 計 報 告
　

地
方
自
治
法
や
厚
木
市
議
会
政
務
調
査
費

の
交
付
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の

調
査
研
究
に
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、

各
会
派
に
対
し
て
政
務
調
査
費
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　

改
選
後
の
平
成
23
年
８
月
か
ら
24
年
３
月

ま
で
の
各
会
派
の
支
出
状
況
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

※会派正式名称、所属議員は８面を参照
※所属議員数は平成24年３月１日現在
※交付額は、月の初日に各会派に所属する議員の数に１人当たり月６万円を乗じた額で算出
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市が取得を表明し、利用が検討されている厚木パークビル（旧パルコビル）

　
問　
悩
み
や
問
題
を
抱
え
、

困
難
を
有
す
る
若
者
な
ど
に

対
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相

談
窓
口
の
開
設
な
ど
、
分
か

り
や
す
い
相
談
体
制
を
確
立

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答
　
こ
ど
も
未
来
部
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
内
容
に
対

応
す
る
窓
口
を
適
切
に
案
内

で
き
る
よ
う
、
チ
ラ
シ
の
作

成
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

　

問　
（
仮
称
）
あ
つ
ぎ
元

気
館
の
一
部
を
提
供
し
、
若

者
の
就
労
支
援
や
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
、
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
を

県
に
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

　

答
　
こ
ど
も
未
来
部
長　

本
市
に
お
け
る
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
場

所
に
つ
い
て
は
庁
内
の
調
整

が
必
要
だ
が
、
今
後
も
県
に

対
し
設
置
を
要
請
し
て
い
く
。

●
中
学
校
進
路
指
導

　

問　

不
登
校
生
徒
や
生
活

困
窮
世
帯
の
生
徒
、
就
職
希

望
生
徒
な
ど
へ
の
対
応
は
。

　

答
　
教
育
長　

夢
や
希
望

を
持
ち
、
主
体
的
に
進
路
が

選
択
で
き
る
よ
う
、
き
め
細

か
な
指
導
を
充
実
さ
せ
、
生

徒
の
状
況
に
合
わ
せ
た
適
切

な
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

　
問　
サ
ポ
ー
ト
校
や
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
へ
の
進
学
な
ど
、

多
様
化
す
る
進
路
情
報
が
適

切
に
案
内
さ
れ
て
い
る
か
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

進

路
決
定
に
関
わ
る
面
談
に
お

い
て
、
神
奈
川
県
学
校
・
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
連
携
協
議

会
が
主
催
す
る
進
路
情
報
説

明
会
の
案
内
を
配
付
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
る
。

困
難
を
有
す
る
若
者
な
ど
の

相
談
・
支
援
体
制
の
確
立
は

公
明
党
　
寺
岡
　
ま
ゆ
み 

議
員

公
共
施
設
の
危
機
管
理
に

対
す
る
今
後
の
対
策
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
松
田
　
則
康 

議
員

防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
使
用
は

学
校
間
で
安
全
性
に
差
は
な
い
か

民
主
ク
ラ
ブ
　
名
切
　
文
梨 

議
員

地
域
防
災
計
画
に
お
け
る

上
荻
野
分
館
の
位
置
付
け
は

改
革
あ
つ
ぎ
　
松
本
　
樹
影 

議
員

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整
備
の
進
展
に

対
す
る
厚
木
市
の
考
え
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
神
子
　
雅
人 

議
員

　

問　

小
中
学
校
校
舎
な
ど

の
公
共
施
設
は
、
現
在
の
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
る

が
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
よ
り
、
多
く
の
施
設
で
修

繕
が
行
わ
れ
た
箇
所
が
あ

る
。今
後
の
対
策
は
ど
う
か
。

　

答
　
許
認
可
担
当
部
長　

首
都
直
下
型
地
震
や
南
海
ト

ラ
フ
地
震
の
想
定
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
法
改
正
の
動
き
や

基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

国
の
情
報
を
注
視
し
対
応
策

を
検
討
し
て
い
く
。

　

問　

ホ
テ
ル
な
ど
の
消
防

法
違
反
の
実
情
は
。

　

答
　
市
長　

立
入
検
査
を

実
施
し
た
市
内
56
宿
泊
施
設

の
う
ち
、
29
施
設
に
消
防
法

違
反
が
あ
り
、
改
善
計
画
書

の
提
出
を
求
め
て
い
る
。

　

問　

消
防
法
違
反
に
対
す

る
指
導
、
改
善
命
令
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

　

答
　
消
防
長　

防
火
対
象

物
の
関
係
者
に
指
導
の
結
果

を
通
知
後
、
改
修
の
意
思
が

な
い
場
合
や
期
日
ま
で
に
改

修
し
な
い
場
合
、
厚
木
市
火

災
予
防
違
反
処
理
規
定
に
よ

り
、
警
告
、
命
令
、
行
政
代

執
行
と
段
階
的
に
指
導
す
る
。

　

問　

通
学
路
で
の
事
件
、

事
故
が
多
発
し
て
い
る
が
対

応
は
。

　

答
　
教
育
長　

通
学
路
の

安
全
点
検
を
含
め
、
安
全
確

保
の
強
化
を
指
示
し
て
い
る
。

学
校
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
、

緊
急
性
を
考
慮
し
な
が
ら
関

係
部
署
お
よ
び
厚
木
警
察
署

と
協
議
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
現
地
に
関
係
機
関
な
ど
を

集
め
、
有
効
な
対
策
を
検
討

す
る
な
ど
、
安
心
安
全
な
環

境
整
備
に
努
め
て
い
る
。

　

問　

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整
備

の
進
展
の
中
で
の
厚
木
市
の

考
え
は
。

　
答
　
市
長　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ

整
備
の
促
進
に
向
け
、
広
域

的
な
観
点
か
ら
神
奈
川
県
お

よ
び
近
隣
自
治
体
と
と
も
に

都
市
間
連
携
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
厚
木
市
域
の
南
部
が

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整
備
区
域
に

隣
接
し
て
い
る
た
め
、
今
後

の
進
展
を
見
守
り
な
が
ら
、

農
業
関
係
者
や
関
係
機
関
と

も
情
報
を
共
有
し
、
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
考

え
て
い
き
た
い
。

　

問　

新
交
通
シ
ス
テ
ム
の

検
討
や
近
隣
自
治
体
と
の
連

携
な
ど
を
厚
木
市
の
計
画
に

盛
り
込
み
、
方
向
性
を
示
す

時
期
で
は
な
い
か
。

　

答
　
政
策
部
長　

交
通
網

の
部
分
で
非
常
に
重
要
な
区

域
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き

今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
て

い
く
。

●
厚
木
パ
ー
ク
ビ
ル
（
旧
パ

ル
コ
ビ
ル
）
の
駐
車
場
整
備

　

問　

厚
木
パ
ー
ク
ビ
ル
の

地
下
駐
車
場
は
駐
車
台
数
が

少
な
く
利
便
性
に
問
題
が
あ

る
。
公
共
施
設
と
し
て
開
館

し
利
用
を
促
す
に
は
駐
車
場

の
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

答
　
あ
つ
ぎ
元
気
館
整
備

担
当
部
長　

駐
車
場
の
整
備

は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
周

辺
整
備
も
含
め
た
検
討
が
必

要
と
認
識
し
て
い
る
。
建
物

の
活
用
方
法
が
決
定
さ
れ
た

後
、
必
要
台
数
な
ど
を
検
討

し
、
地
下
駐
車
場
の
活
用
方

法
や
周
辺
駐
車
場
の
借
用
の

可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
調
整

し
て
い
く
。

　

問　

地
域
防
災
計
画
に
は

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
は
災
害

情
報
収
集
な
ど
の
拠
点
と
し

て
充
実
を
図
る
と
あ
る
が
、

上
荻
野
分
館
は
除
く
と
さ
れ

て
い
る
。
位
置
付
け
は
。

　

答
　
危
機
管
理
部
長　

各

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
と
同
等

の
機
能
を
整
備
し
て
い
く
た

め
、
地
域
防
災
計
画
上
の
上

荻
野
分
館
は
除
く
と
す
る
表

現
は
削
除
す
る
。

　

問　

上
荻
野
分
館
に
同
等

の
機
能
を
整
備
す
る
た
め
の

今
後
の
展
開
は
。

　

答
　
危
機
管
理
部
長　

防

災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や

公
民
館
車
へ
の
ス
ピ
ー
カ
ー

な
ど
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

●
自
主
防
災
倉
庫
の
貸
与

　

問　

自
主
防
災
倉
庫
の
貸

与
は
自
治
会
ご
と
に
２
台
ま

で
と
さ
れ
て
い
る
。
自
治
会

の
規
模
に
よ
っ
て
台
数
を
増

や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

答
　
危
機
管
理
部
長　

世

帯
数
や
面
積
な
ど
を
踏
ま
え
、

基
準
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

●
鳥
獣
被
害
対
策

　

問　

獣
害
防
護
柵
は
地
元

の
方
が
苦
労
し
な
が
ら
管
理

し
て
い
る
。
管
理
形
態
を
見

直
す
考
え
は
あ
る
か
。

　

答
　
環
境
農
政
部
長　

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
管
理
し
て
も

ら
え
る
団
体
の
発
掘
や
他
市

を
参
考
に
、
よ
り
良
い
管
理

方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

問　

個
人
で
捕
獲
す
る
た

め
の
支
援
と
し
て
、
追
い
払

い
用
の
強
力
な
花
火
な
ど
を

支
給
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

答
　
環
境
農
政
部
長　

地

域
の
皆
さ
ま
や
追
い
払
い
隊

な
ど
へ
の
支
給
は
、安
全
性
を

研
究
し
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

　

問　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
市
販
の
防
災
頭
巾
の

テ
ス
ト
で
は
、
衝
撃
吸
収
性

能
は
本
な
ど
の
軽
い
落
下
物

か
ら
の
保
護
程
度
で
あ
り
、

防
炎
性
能
は
炎
が
５
秒
間
接

す
る
と
燃
え
る
製
品
も
あ
る

と
い
う
。一
部
の
学
校
で
防
災

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
使
用
し
て
い

る
が
、
学
校
間
で
安
全
性
に

差
が
出
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

さ

ま
ざ
ま
な
防
災
用
品
の
研
究

を
進
め
な
が
ら
、
学
校
か
ら

の
情
報
と
合
わ
せ
、
適
切
な

形
を
考
え
て
い
く
。

●
保
健
師
の
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

問　

災
害
時
に
お
け
る
保

健
師
の
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

十
分
か
。

　

答
　
市
長　

被
災
地
支
援

の
経
験
を
踏
ま
え
た
保
健
師

を
中
心
に
、
検
討
会
で
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

問　

本
市
よ
り
人
口
の
少

な
い
小
田
原
市
の
保
健
師
の

人
数
36
人
と
比
べ
、
本
市
は

17
人
と
少
な
い
。
マ
ニ
ュ
ア

ル
整
備
の
進し

ん

捗ち
ょ
くに
人
数
が
関

係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

答
　
市
民
健
康
部
長　

常

勤
の
保
健
師
は
多
く
は
な
い

が
、
事
務
職
と
の
連
携
、
事

業
の
効
率
化
や
委
託
化
な
ど

に
取
り
組
み
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

策
定
に
努
力
し
て
い
る
。

●
地
域
防
災
計
画

　

問　

地
域
防
災
計
画
の
放

射
性
物
質
対
策
計
画
は
実
行

性
の
あ
る
も
の
な
の
か
。

　

答
　
危
機
管
理
部
長　

放

射
能
に
つ
い
て
は
広
域
的
な

対
策
と
し
て
県
と
の
調
整
も

必
要
だ
が
、
今
後
は
実
効
性

を
確
保
す
る
た
め
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
研
究
し
て
い
く
。

　各委員会は、所管する事項について情報収集し、
専門的知識を深め、優れた施策を市政に反映させ
るため、先進都市を訪問し調査を行っています。
　このほど実施した４常任委員会の調査は次のと
おりです。

◆総務企画常任委員会　
　５月８・９日、住民投票
条例について、広島デジ
タルサイネージ推進事業
について（広島県広島市）

◆市民福祉常任委員会　５月10・11日、24時間対
応の定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業につ
いて（鳥取県米子市）
◆環境教育常任委員会　５月８・９日、学校教育
金沢モデルについて（石川県金沢市）
◆都市経済常任委員会
　５月８・９日、中心
市街地活性化基本計画
について（香川県高松
市）

委員会の所管事項調査
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総
務
企
画

○
厚
木
市
庁
舎
、
学
校
等
公

共
施
設
の
さ
ら
な
る
節
電
の

取
り
組
み
を
求
め
る
陳
情

　

問　

供
給
量
に
対
す
る
厚

木
市
の
電
力
使
用
状
況
の
情

報
公
開
は
行
っ
て
い
る
か
。

　

答　

電
力
の
使
用
状
況
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
公

開
を
考
え
て
い
る
が
、
供
給

情
報
に
つ
い
て
は
、
東
京
電

力
か
ら
の
情
報
の
提
示
が
全

体
的
で
あ
る
た
め
難
し
い
。

《
委
員
の
意
見
》

・
陳
情
の
趣
旨
に
あ
る
よ
う

に
、
た
だ
我
慢
を
強
い
る
節

電
で
は
い
け
な
い
と
考
え

る
。
庁
舎
の
中
が
暗
く
て
、

職
員
の
士
気
や
能
率
が
下

が
っ
て
し
ま
っ
て
も
逆
効
果

で
あ
る
の
で
、
効
果
的
な
節

電
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
電
気
を
小
ま
め
に
消
す
の

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
い
か
に

必
要
な
電
気
の
電
力
を
下
げ

る
か
と
い
う
の
が
、
陳
情
に

あ
る
Ｈ
ｆ
蛍
光
管
な
ど
の
導

入
に
な
る
と
思
う
。
す
べ
て

の
原
子
力
発
電
所
が
止
ま
っ

て
も
電
力
が
足
り
て
い
る
状

況
を
、
い
か
に
保
つ
か
と
い

う
手
だ
て
の
一
つ
で
あ
り
、

積
極
的
に
研
究
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
。

委員会の

審査
条例制定・陳情など
―主な質疑と答弁、意見―

　条例制定の議案や陳情について、常
任委員会での主な質疑と答弁、委員の
意見を紹介します。

市
民
福
祉

○
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
及
び
出
入

国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及

び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に

基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱

し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に

関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改

正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て
【
所
管

条
例
】

　

問　
「
住
民
基
本
台
帳
法
」

「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

定
法
」な
ど
の
改
正
の
目
的
は
。

　

答　

外
国
人
の
適
正
な
在

留
の
確
保
と
と
も
に
、適
法
に

在
留
す
る
外
国
人
住
民
へ
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど

の
利
便
性
の
増
進
を
図
る
こ

と
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

問　

法
改
正
に
よ
る
外
国

人
住
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
。
ま

た
、
行
政
側
へ
の
効
果
は
。

　

答　

外
国
人
住
民
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
在
留
期
間
や
再
入
国

許
可
の
有
効
期
間
の
上
限
引

き
上
げ
や
、
住
民
基
本
台
帳

制
度
の
対
象
に
な
る
こ
と
か

ら
、
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
住
民
票
の
交
付
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

行
政
に
と
っ
て
は
、
住
民
票

に
主
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
資

格
情
報
が
記
載
さ
れ
る
た
め
、

適
正
な
管
理
と
提
供
が
可
能

に
な
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

環
境
教
育

○
公
立
小
学
校
に
お
け
る
日

光
市
へ
の
修
学
旅
行
の
行
き

先
の
変
更
を
求
め
る
陳
情

　

問　

日
光
市
で
、
厚
木
市

の
基
準
値
を
超
え
る
地
点
は

確
認
さ
れ
て
い
る
か
。

　

答　

校
長
会
の
下
見
や
教

育
委
員
会
で
調
査
し
た
数
値

の
中
で
、
厚
木
市
の
基
準
値

を
超
え
る
箇
所
が
一
部
確
認

さ
れ
た
た
め
、
５
月
に
実
施

し
た
５
校
は
、
当
初
の
見
学

コ
ー
ス
を
一
部
変
更
し
た
。

《
委
員
の
意
見
》

・
校
長
会
な
ど
の
調
査
結
果

か
ら
内
容
を
変
更
し
た
経
緯

な
ど
も
あ
り
、
し
か
る
べ
き

手
段
を
取
っ
て
い
る
と
思
う
。

○
学
校
給
食
用
食
材
に
お
け

る
放
射
能
濃
度
測
定
に
関
す

る
陳
情

　

問　

１
㌔
㌘
当
た
り
10
ベ
ク
レ
ル

以
下
を
不
検
出
と
せ
ず
、
表

示
す
る
方
向
性
は
あ
る
か
。

　

答　

使
用
し
て
い
る
機
器

は
、
３
・
７
ベ
ク
レ
ル
ま
で
測
定
が

可
能
で
あ
る
が
、
厚
木
市
で

は
国
の
基
準
の
中
で
最
も
厳

し
い
、
飲
料
水
の
基
準
値
１

㌔
㌘
当
た
り
10
ベ
ク
レ
ル

を
参
考

に
し
、
10
ベ
ク
レ
ル
未
満
は
不
検
出

と
公
表
し
て
い
る
。
今
後
の

表
示
方
法
に
つ
い
て
は
、
他

市
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

《
委
員
の
意
見
》

・
厚
木
市
は
独
自
に
機
器
を

購
入
し
て
お
り
、
今
後
も
子

ど
も
た
ち
の
安
心
安
全
を
最

優
先
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。
測
定
結
果
の
表
示

方
法
に
つ
い
て
も
、
検
討
が

進
む
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

○
２
０
１
１
年
の
原
子
力
発

電
所
事
故
で
影
響
を
受
け

た
、
厚
木
市
に
お
け
る
幼
稚

園
や
保
育
所
、
学
校
、
そ
の

他
公
共
施
設
の
放
射
性
物
質

汚
染
の
土
壌
な
ど
の
検
査
を

求
め
る
陳
情

　

問　

今
年
度
、
新
た
に
購

入
す
る
機
器
は
、
土
壌
の
測

定
が
可
能
か
。

　

答　

購
入
予
定
の
機
器

は
、
シ
ス
テ
ム
的
に
は
土
壌

の
測
定
も
可
能
と
考
え
る
。

《
委
員
の
意
見
》

・
現
在
、
定
期
的
に
測
定
し

て
い
る
空
間
放
射
線
量
に
変

化
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

全
体
的
な
変
化
が
な
い
と
捉

え
て
構
わ
な
い
と
思
う
。
土

壌
に
つ
い
て
は
、
ど
の
部
分

を
ど
こ
ま
で
測
る
の
か
、
研

究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

厚
木
市
が
、
対
応
で
き
る
機

器
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
は

前
向
き
な
動
き
で
あ
り
、
空

間
放
射
線
量
を
こ
れ
に
代
え

る
こ
と
が
、
現
在
で
き
る
最

大
限
の
こ
と
と
考
え
る
。

都
市
経
済

○
関
口
・
山
際
地
区
の
区
画

整
理
事
業
に
反
対
す
る
陳
情

（
陳
情
第
５
号
）

　

問　

陳
情
の
項
目
に
、「
土

地
区
画
整
理
が
よ
い
と
判
断

し
た
と
は
、
認
識
し
て
い
な

い
」と
あ
る
。地
権
者
の
方
々

は
区
画
整
理
を
理
解
し
、
そ

れ
以
外
の
手
法
が
な
い
か
を

含
め
、
判
断
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
の
か
。

　

答　

現
在
、
土
地
利
用
推

進
地
区
の
地
権
者
の
皆
さ
ま

を
個
別
訪
問
し
、
土
地
区
画

整
理
事
業
を
モ
デ
ル
と
し
た

土
地
利
用
計
画
案
お
よ
び
概

算
事
業
費
案
に
よ
り
、
仕
組

み
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

最
終
的
な
事
業
手
法
の
判

断
は
、
地
権
者
の
皆
さ
ま
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

《
委
員
の
意
見
》

・
地
元
で
は
多
く
の
方
が
相

続
税
や
財
産
権
の
問
題
な
ど

で
不
安
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
説
明
が
必
要
で
あ
る
。

・
陳
情
の
内
容
を
検
証
す
る

と
、
行
政
は
急
ぎ
す
ぎ
て
い

る
感
が
否
め
な
い
。
継
続
審

査
と
し
、
９
月
議
会
ま
で
に

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
難
題
を

克
服
し
て
、
地
元
の
理
解
を

い
た
だ
き
、
ほ
か
の
提
案
型

の
話
も
浸
透
さ
せ
る
た
め
に

も
、
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

・
こ
の
事
業
に
反
対
す
る

と
、
土
地
利
用
に
絡
め
て
、

農
地
保
全
地
域
な
ど
に
影
響

が
及
ぶ
こ
と
も
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
延
ば
し
た
ら
い
い

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
今

回
の
陳
情
３
本
を
破
棄
し
、

あ
ら
た
め
て
１
本
に
し
て
出

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
「
イ
エ

ス
」「
ノ
ー
」
が
は
っ
き
り

と
言
え
る
。

○
厚
木
市
が
議
会
と
市
民
に

対
し
て
公
平
・
公
正
で
透
明

性
の
高
い
行
政
運
用
を
求
め

る
陳
情 

《
委
員
の
意
見
》

・
土
地
区
画
整
理
事
業
の
白

紙
撤
回
を
除
け
ば
、
他
の
陳

情
と
同
様
の
趣
旨
で
あ
る
と

思
う
。
時
間
を
か
け
る
意
味

で
継
続
審
査
の
要
請
を
す
る
。

・
白
紙
に
戻
せ
と
は
言
わ
な

い
が
、
陳
情
が
出
た
こ
と
に

懸
念
す
る
。
議
会
で
結
論
を

出
す
こ
と
が
、
将
来
の
事
業

に
プ
ラ
ス
と
な
る
判
断
が
で

き
な
い
。

○
関
口
・
山
際
地
区
の
区
画

整
理
事
業
に
反
対
す
る
陳
情

（
陳
情
第
８
号
）

《
委
員
の
意
見
》

・
行
政
も
「
地
権
者
の
皆
様

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、

状
況
が
打
開
で
き
る
方
向

で
、
陳
情
第
５
号
と
同
様
に

継
続
審
査
を
主
張
し
た
い
。

　６月定例会終了後、厚木市立病院特別委員会が開かれ、執
行機関から、厚木市立病院建設工事の総合評価方式による入
札について説明がありました。説明後の委員の主な質疑と執
行機関の答弁を紹介します。
問�　今回の入札後、設計と建設が別の業者になると思うが、

どのような関係になるのか。
答 　病院側が当初意図した建物ができるよう、設計監理業

務を同時並行で進めていく。
問�　今回の地元企業活用型の総合評価方式による制限付き

一般競争入札の内容を見ると、制限がかなり加えられて
いるが、参加業者の心配はないか。

答 　入札に参加する業者は、病床数が300以上、または面積
２万平方メートル以上のどちらかの免震構造の病院建設
の実績があることを条件としており、実際、十分に経験
を積んだ業者が参加している。

問 　今後、工事車両の出入りなどが多くなり、公道を挟ん
だ駐車場との行き来など、安全への配慮は。

答 　今後、多くなる工事車両の出入口などは、警備員によ
る安全確保に努め、外来患者などの皆さまが、行き来し
やすいように心掛けていく。

問 　シャトルバスの利用状況は。
答 　３月１日から開始しており、３月が338人、４月が422人、

５月が564人と毎月、増加傾向にある。

病 院 特 別 委 員 会

■�継続審査
　議会で審議する事件の中には、その
性質や内容などから審議に時間を要し、
会期中に結論に至らないことがありま
す。この場合、本会議で承認されれば、
閉会中も引き続き審査することができ
るとされており、これを継続審査とい
います。「会期中に議決に至らなかった
事件は、後会に継続しない」とする会
期不継続の原則の例外をなすものです。
なお、議会が解散した場合や議員任期
が満了した場合には、継続審査事件は
審議未了、すなわち廃案となります。

■請願・陳情の採択、趣旨採択
　請願・陳情の内容について、願意が
妥当で法令上、行財政上実現性もある
ような場合には、議会として賛同する
ことになり、議会の意思決定は、請願・
陳情を採択する方法によりなされるこ
とになります。また、願意は十分に理
解できても、市の財政事情などから、
当分の間は願意を実現することが不可
能である場合などに、便宜的に「趣旨
には賛成である」という意味の議決を
することがあり、その趣旨のみを取り
上げることから、これを趣旨採択と呼
んでいます。

解 説
議 会 用 語
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本会議の審議結果

番　号 6 月 定 例 会 提 出 案 件
各会派の賛否  ○…賛成、●…反対

議決結果改
　
革

み
ら
い

公
明
党

共
産
党

市
政
ク

民
主
ク

み
ん
な

市
　
民

ネ
ッ
ト

議 案 第 47 号 専決処分の承認を求めることについて（厚木市市税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議 案 第 48 号
住民基本台帳法の一部を改正する法律及び出入国管理及び難民認定法及び日本国との平和条約
に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法の一部を改正する等の法律の
施行に伴う関係条例の整理に関する条例について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 49 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議 案 第 50・51 号 人権擁護委員の候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

陳 情 第 ６ 号 厚木市が議会と市民に対して公平・公正で透明性の高い行政運用を求める陳情 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

陳 情 第 ７ 号 義務教育費国庫負担制度存続、教職員定数改善計画の早期実施を求める意見書を国に提出す
ることを求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

陳 情 第 ９ 号 神奈川県最低賃金改定等に関する意見書を国に提出することを求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

陳 情 第 10 号 公立小学校における日光市への修学旅行の行き先の変更を求める陳情 ● ● ● ● ● ○ ● ○ ● 不採択

陳 情 第 11 号 学校給食用食材における放射能濃度測定に関する陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

陳 情 第 12 号 2011年の原子力発電所事故で影響を受けた、厚木市における幼稚園や保育所、学校、その他
公共施設の放射性物質汚染の土壌などの検査を求める陳情 ● ● ● ○ ● ○ ● ○ ○ 不採択

陳 情 第 13 号 厚木市庁舎、学校等公共施設のさらなる節電の取り組みを求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

議員提出議案第 5 号 義務教育費国庫負担制度存続と教職員定数改善計画の早期実施を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議員提出議案第 6 号 神奈川県最低賃金改定等に関する意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

◎�「陳情第５号　関口・山際地区の区画整理事業に反対する陳情」および「陳情第８号　関口・山際地区の区画整理事業に反対する陳情」の２件は、都市経済常任委員長の継続審査の申し出に対し、賛
成多数（反対は石井芳隆議員、松本樹影議員、松前進議員、髙田浩議員、太田洋議員、徳間和男議員、釘丸久子議員、栗山香代子議員）で継続審査となりました。
◎�「陳情第11号　学校給食用食材における放射能濃度測定に関する陳情」および「陳情第13号　厚木市庁舎、学校等公共施設のさらなる節電の取り組みを求める陳情」の２件は、所管の委員会での審
査結果が「趣旨採択」であったことから、趣旨採択することについて本会議で採決した結果を掲載しています。
◎平成24年６月１日および22日議決時の会派構成など
　※議長・・・小島一郎、副議長・・・川口仁
　※会派表記、正式名称、議員数、所属議員（　�　は代表者）
　　改革…改革あつぎ（７）：石井芳隆、松本樹影、松前進、髙田浩、小島一郎、太田洋、徳間和男　みらい…あつぎみらい（７）：松田則康、瀧口慎太郎、渡辺貞雄、難波達哉、越智一久、神子雅人、沼田幸一
　　公明党…公明党厚木市議員団（４）：寺岡まゆみ、遠藤浩一、川口仁、田上祥子　共産党…日本共産党厚木市議員団（２）：釘丸久子、栗山香代子　市政ク…市政クラブ（２）：石井恒雄、井上敏夫
　　民主ク…民主クラブ（２）：名切文梨、古川環　みんな…みんなの党（２）：井上武、泉修　市民…あつぎ市民の党（１）：奈良握　ネット…神奈川ネットワーク運動（１）：内川由喜子

※開会は、原則として午前9時です。傍聴は本庁舎５階ロビーで受け付けます｡

●本会議
　８月10日（金）…議案質疑など

第１回臨時会開催予定日 ９月定例会開催予定日

　市議会では、インターネットによる本会議･常任委員
会･特別委員会の生中継と録画中継を実施しています。
　「生中継」は、会議の模様をそのまま中継。「録画中
継」は、日程や議員名などから検索できます。
　ご覧になるには、ホームページアドレス（１面下）を
入力、または 厚木市議会 検 索

●本会議　　　　　　　　　　　　　　      
　８月30日（木）…議案等質疑　　９月５日（水）〜７日（金）…一般質問
　10月５日（金）…委員長報告・討論・採決 
●常任委員会（日程のうち、①は所管の議案審査、②は所管の決算議案審査）
　総務企画…①９月12日（水）②25日（火）　市民福祉…①９月13日（木）②26日（水）
　環境教育…①９月14日（金）②27日（木）　都市経済…①９月18日（火）②28日（金）
◆特別委員会
　厚木市立病院特別委員会…10月5日（金）（本会議などの終了後）
　広報広聴特別委員会…10月5日（金）（本会議などの終了後）

　厚木市議会では、開かれた議会の推進を目指して、５月１３日と１８日
に「第１回議会報告会」を実施しました。
　今回の報告会は、厚木市議会初の試みでしたが、１３日の荻野運動公
園には１１７人が参加。１８日の文化会館では１３２人が来場し、２日間合わ
せて２４９人の市民の皆さんなどに集まっていただき、盛大に実施する
ことができました。
　両日ともに、２月定例会の審議の状況や内容などを報告したほか、
参加者との意見交換を実施しました。
　アンケートなどで寄せられた意見は、今後の運営に役立たせていた
だきます。次回は、９月定例会終了後の１１月中旬ごろを予定しています。

　厚木市議会では、５月２１日に市が
実施している放射性物質の検査状況
などを調査しました。
　市が平成24年３月から独自に開
始した学校や保育所の給食で使用さ
れる食材に含まれる放射性物質の検
査の状況を調査するため、検査機器
が設置してある南部学校給食セン
ターを訪問しました。
　給食センターでは、担当職員から
検査品目の選定方法などの説明を受
けた後、実際の検査機器を使った検
査方法などを見学しました。
　給食用食材の放射能濃度の検査結
果は、市ホームページで見ることが
できます。

議会報告会を開催しました 給食用食材の
� 放射性物質検査の状況を調査

検査機器を使った検査方法を見学

担当職員の説明を受ける参加議員

13日の荻野運動公園の様子 18日の文化会館の様子




